
シンボルマーク及び

ロゴタイプ 

（H28.8.9 発表） 

 

 

 

１ 背景 

 新型コロナウイルスの感染拡大に伴う交流・外出等の活動自粛によ

り、子ども達の友情を深める機会が減少 

 

２ 概要 

 友情、創造力、体力、思いやりの心、チャレンジ精神、企画力など

を総合的に育み、コロナによるストレスのケアを図る機会を創出 

 県内小中高等学校・特別支援学校生を対象に、３密回避を始めとし

た新しい生活様式を取り入れながら、元気を取り戻せる様々な体験

活動を、企画・実践するグループ活動を公募 

 当該活動に助成することにより、コロナに負けない子ども達の健全

な心身の育成を推進 

 

３ 助成対象団体 

 規約・会則等が整備され、組織としての形態を有し、当該活動を主

催する県内の団体（県内の小中高等学校・特別支援学校自体が行う

場合も含む。） 

（団体例）スポーツ少年団、ボーイスカウト、ＶＹＳ、ＮＰＯ等 

 

４ 助成事業（次の要件をいずれも満たす活動） 

 県内の小中高等学校・特別支援学校の児童生徒の健全育成に資する

活動（ジャンルは問わない。）。 

 新型コロナウイルスの感染防止のため、３密回避等の新しい生活様

式を取り入れた活動 

 県内で実施する活動 

（活動事例） 

アウトドアスポーツ（キャンプ体験、フィールドワーク、自然遊び等）、 

史跡探訪、地域交流、文化芸術活動、スポーツ対抗試合など 

  

５ 助成額 

 １団体 ２０万円を上限として補助 ※概ね 50 団体程度 

 

◆スケジュール（予定） 

・７月  公募、審査 

・８月～ 各団体で事業 
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